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令和元年度　第６回全体庁議（８月６日開催）

（20）第四期帯広市子どもの読書活動推進計画(骨子)について
　　　[生涯学習部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　 帯広市は、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に進めるため、平成17年３月に第一期計画を策定し、
以降子どもの読書活動の推進に取組んできた。
　 今年度が第三期計画の最終年度となることから、令和2年度以降の次期計画の策定に向けて、計画策定の趣旨や計画の位
置づけ、基本目標や施策の体系等を骨子としてまとめたので、同内容を令和元年８月28日の建設文教委員会に報告するもの。

　令和２年３月の計画策定を目指し取組んでいく。

　・令和元年８月　　建設文教委員会へ骨子の報告
　・令和元年11月　　建設文教委員会へ原案の報告
　・令和元年12月　　パブリックコメント（原案）
　・令和２年２月　　建設文教委員会へ案の報告
　・令和２年３月　　教育委員会会議において決定

　・同内容で、８月28日の建設文教委員会へ報告することで了承された。

　・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１.第四期帯広市子どもの読書活動推進計画の概要
　(１) 計画策定の趣旨
　　　 子どもたちが発達段階に応じた読書機会が得られ、自主的に読書に親しむ習慣が身に付けられるよう、家庭・地域・学校
　　　などが連携し、子どもの読書活動を推進していくことが重要なため、引き続き取組みをすすめるために、第四期計画を策定
　　　するもの。
　(２) 計画の位置づけ
　　　 家庭、地域、学校などの関係機関や民間団体が連携・協力し、帯広市の子どもの自主的な読書活動の推進に取組むた
　　　めの方向性を示すものであり、子どもの読書活動の推進に関する法律に基づく市町村計画。
　(３) 計画の対象
　　　　　０歳から概ね18歳
　(４) 計画の期間
　　　　 2020（令和２）年度から2024（令和６）年度までの5年間

２.基本理念
　　　自主的な子どもの読書活動の意義と重要性は変わらないものと考えられるが、今後の議論を踏まえながら検討する。

３.基本目標
　　　計画の基本理念の実現をめざし、家庭、地域、学校などが連携し、２つの基本目標により子どもの自主的な読書活動を
　 推進する。 
　　　 ・子どもの読書活動の機会の充実
　　　 ・子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備

４.施策の体系と計画の推進について
　(1) 施策の体系について
　　　　 基本理念、基本目標（２つ）、基本施策（５つ）
　(2) 計画の推進について
　　　　 毎年度点検・評価を行い、学校や民間の読書に関する団体や帯広市で構成する「帯広市子どもの読書活動推進会議」
　　　に報告し、意見等を踏まえて計画を推進する。


